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道路形状に独立したアルゴリズムによるドライブレコーダからの眠気レベル推定



































まず，ドライブレコーダからは表 1 に示す 9 種のデータを取
得する．これらのデータは 10 Hzで記録されるものとする．
FOE 揺らぎ fF (t) とは時刻 t の FOE の値 F (t)，過去 10 秒






























fF (t) = F (t)  F (t) (1)
FOE基準点からのズレ dF (t)は過去 10秒間の移動平均 F (t)と
FOEの基準点 Frを用いて式（2）のように求める．
dF (t) = F (t)  Fr (2)






表 1 に示す 9 種類のデータの時刻 t における値を x(t) とし，
10秒間の標準偏差，最大値，最小値，平均値，中央値，最頻値
および範囲の 7 種類の基本統計量を求める．更に，眠気が段階
的に変化することを考慮して時刻 t  T の推定値 yt T を特徴量
に追加する．次に，推定の非線形性に対応するために式（4）の
ような線形カーネル B を用いる．
B = jAi Aj j (4)
ただし，Ai および Aj は 64種の特徴量のいずれかをあらわす．





y = 1  x1 + 2  x2 +   + n  xn +  (5)






3point法に従って現在の時刻と前後 10秒の 3点を用いて時刻 t
秒の曲率 C(t)を求める．この C(t)と推定に用いる特徴量との
相関係数をみると，表 1 に示す左右方向加速度，FOE 揺らぎ，
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x(t) + sin  (7)







ただし，L(t)は時刻 t秒の位置の勾配（横 100 mに対する高さ）
をあらわし，L(t) = 100 sin  である．
4 実験による提案手法の効果検証
方法は，学習データは DSを用いて走行したデータを用いる．




た 3車線の全長約 25 kmのコースを走行した．このコースは半
径 1000 m の緩やかなカーブや直線を含む単調なものとなって




下で記録した 3種類の車種と 8名からなる 55データを用いる．
解析区間は高速道路の区間で走行開始してから初めて 70 km/h
を超えてから最後に 70 km/h を下回るところとした．特徴量
の補正前後による推定結果と曲率および勾配の相関係数の結果

















眠気レベル 1と 2 は，特徴量を補正することにより推定誤差が
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